豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２９年７月

夏と共に、カッコウが来ました。

今月も、いするぎ通信をお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年７月１１日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

内容：講演１「SGLT2阻害薬の使用経験」

豊栄病院　小林真

講演２「DNAR指示の倫理的論点」

豊栄病院　柄澤良

共催：豊栄病院、
アステラス製薬株式会社、MSD株式会社
今回もDNAR指示について、さらに理解を深めていこうと企画しています。是非多くの方の参加をお待ちしています。軽食の準備のため参加希望の方は天木まで連絡をお願いいたします。
●えむえすだぶりゅー日誌：アルビが心配の渡邉
54歳男性。独居で生活保護受給者であり、県外の実姉とは疎遠な関係。家賃を滞納しており、大家さんと警察で自宅を訪問したところ倒れているのを発見され、救急搬送されました。退院許可が出て、家賃精算・ゴミ屋敷の処理・アパートの保証人について大家さん、保護課担当と話し合いのため病院より外出。当日は自宅で待ち合わせとなっており、病棟より無事出発したとの報告を受けました。保護課担当よりMSWに連絡が入り、約束の時間に本人が来なかったと。本人は固定電話も携帯電話も所持していないため、メモを残して区役所に戻ったそうです（その時点で約束の時間からは1時間以上経過）帰院予定時間になっても戻ってこないため、再度保護課担当へ確認するも本人から連絡は入っていないと。翌日再度状況確認するも、大家さんとも連絡が取れておらず。自宅へも出向いたが本人・大家さんともに不在だったと。警察に捜索願も出しましたが、消息は不明のまま退院扱いとなりました。病室に残されていた荷物については保護課より引き取ってもらいましたが、その後どうなったかは分かりません。どこかで元気に生き延びてくれていることを願うばかりです（渡邉）。 
●ほーかん日誌：最近痩せたかもしれない若杉。
87歳独居の女性で認知症の方。朝訪問したヘルパーからケアマネージャーに「お腹を痛がって病院に連れていってくれと言っている」と報告がありました。ケアマネージャーが娘さんに連絡。仕事中のため受診が必要かどうか確認してほしい、と依頼あり緊急訪問。「昨日から胃がやめる。何も食べてない。」テーブルの上にはバナナプリン、今朝の朝食後薬の殻、冷蔵庫の中には前日のお弁当おかずが手つかず入っており、他に天丼、串団子、少し潰れたロールケーキが…　「よっぽど良くなった。死ぬかと思った。」と本人。ということは、すごく痛かったんだな、元々病院嫌いの人が病院に行くと言ったんだからよっぽどだったんだな。心配しながら娘さんに電話したところ、「何も食べてないっていうのは、ごはんを食べてないってことだと思います。だって昨日私が行った時、饅頭食べて牛乳を飲んでましたよ。死ぬかと思ったっていうのもたまに言いますね。」と事も無げに話してくれました。独居の方の全体像を把握するためには、普段の様子の情報を得ておくことが大切だと痛感した事例でした（若杉）。
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●編集：結構潜っている時間が長いです。魚を咥えてきます。見ていてもあきません。赤いのは婚姻色かな。普段は白だと思う。副院長　柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

